第I章 : 序説(佐渡金山遺跡（佐渡奉行所跡）（陣屋・役所・役宅・御金蔵・寄勝場） : 国史跡佐渡奉行所跡復元整備に伴う発掘調査報告書) by 佐藤, 俊策 et al.
第1章 序 説
第1節　調査にいたる経緯
　佐渡は古代より砂金の取れるところであったが、相川に慶長6年（1601）金銀山が発見され飛躍的な発
展を遂げ、幕府の直轄地となり日本一の金山となった。江戸初期の最盛期には、世界の中でもトップクラ
スの金山であったといってよいであろう。
　佐渡奉行所跡は、佐渡年代記によると大久保長安が支配した慶長8年（1603）に相川のうち半田清水ケ
窪の田地を山崎宗清から買取って陣屋を築き、翌春に成就すとあり（註1）、これまで鶴子外山にあった
陣屋から移転し、幕末まで佐渡の支配拠点として機能した。
　当初は敷地も広く、陣屋の他花畑・茶室などを備えた豪華な造りであったが、元和4年（1618）鎮目市
左衛門が奉行となり敷地を現在の規模までに縮小し、茶室など贅沢な施設を取り壊した（註2）。　明治
になると奉行所に大改造を加え（註3）佐渡県・相川県の庁舎（註4）に利用し、広間役宅跡には小学校
（註5）、御金蔵跡には警察署（註6）、寄勝場には高等女学校（註6）が建ったが、それらが移転した後
は、奉行所建物は旧制中学校舎の一部に、他はグランドに活用してきた。しかし、昭和17年12月（1942）
の火災で奉行所を含め一切の施設が焼失してしまった。戦後は中学校が再建されたが、平成6年（1994）
の学校移転で校舎の取り壊しにより、「佐渡金山遺跡」の一・つとして国史跡に指定された（註8）。指定を
契機に保存計画が策定され、奉行所の復元が具体化し、文化庁・新潟県文化行政課の指導のもとに発掘調
査を実施することになったものである。
平成6年5月24日　文部省告示で国史跡に指定
名　称　　佐渡金山遺跡
　　　　　1　宗太夫間歩
　　　　　2　南沢疎水道
3
4
5
6
7
佐渡奉行所跡
7ケ所
相川町大字下相川3－2
相川町大字南沢町150・139－1
　同　大字大床屋町6－1
　同　大字左門町12・14・20・22・27・27－2
相川町大字広間町1－1
大久保長安逆修塔
・河村彦左衛門供養塔　相川町大字江戸沢町1－6
鐘　楼　　　　　相川町大字八百屋町4
御料局佐渡支庁跡　　相川町大字坂下町20
道遊の割戸　　　相川町大字銀山町
1
第2節　調査・整理の経過
平成6年度
　平成6年4月1日に調査組織を次のとおり編成発足し、発掘打合せを行なって準備をはじめた。遺跡の
草刈りを行い測量で平面図を作成しグリッド設定の準備をすすめた。
遺　跡　名
所　在　地
調査主体
調査団長
調査副団長
事務局長
調査指導
主任調査員
調　査　員
調査補助員
行政指導
事務所長
事務所員
事　務　局
事　務　所
顧 問
佐渡金山遺跡「佐渡奉行所跡」
佐渡郡相川町大字広間町1－1
相川町教育委員会
大寺勝（教育長）
中塚芳春（教育委員長）
駄栗毛寛（社会教育課長）
本間嘉晴（日本考古学協会会員）
佐藤俊策（臨時職員）
山本　仁（日本考古学協会会員）　大川徹也（社会教育課職員）
村川利章（嘱託）　岩崎尚司（臨時職員）
文化庁文化財保護部記念物課　新潟県教育庁文化行政課
岩崎康一郎（社会教育課長補佐）
笠井美代子（臨時職員）
教育委員会　社会教育課
佐渡金山遺跡整備調査室
佐渡郡相川町大字長坂町16番地
和倉政三（町長）　菊地敏昭（議会議長）　坂上善治（総文委員長）
佐藤利夫　浜口嘉寿男　三浦啓作　飯島竹男　本間寅雄　和田憲雄
伊藤邦男（文化財調査審議員）
西　和夫　田中圭一　萩原三雄　真島俊一　大野保二（佐渡金山遺跡整備委員）
佐々木春彦（社会教育委員議長）　丸家芳三（総務課長）　森田明夫（企画振
興課長）　佐藤聰夫（農林水産課長）　田中満一（商工観光課長）
丸山長一（建設課長）　田中次英（教育委員会総務課長）　原　喜八（水道事
務所長）　小野寺政之（相川病院事務長）
　グリッドを設定して杭打ち、現場小屋の設置を終え、発掘作業は7月13日から始め、12月2日に終わ
る。検出遺構の主なものは石畳、水溜1号、井戸1号、役所の雨落、水路1・2・4号、石組1～4号、
柵列1号、掘止石垣等である。
　遺物には陶磁器片、瓦片、古銭・金属片・木器等が出土し、遺物整理は整備調査室で行い、古銭を実測
し一覧表にまとめる。
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平成7年度
　組織体制は次のとおりである。
調査団長
調査副団長
事務所長
主任調査員
調　査　員
事務所員
大寺　勝（教育長）
中塚芳春（教育委員長）
岩崎康一郎（社会教育課長補佐）
佐藤俊策（臨時職員）
上林章造　村川利章　仲町次郎（嘱託）　岩崎尚司（臨時職員）　大川徹也
（社会教育課職員）
笠井美代子　高森美枝子　小林絹江（臨時職員）
　発掘作業開始は4月6日からで、終了は11月末である。検出遺構の主なものは、大御門柱穴、明治44
年改築の大御門煉瓦基礎、水路3号、水溜2～4号、井戸2～4号、柵列2号、役所礎石の一部、穴蔵、
掘跡、土塁の根石列1～2号、鉛土坑、奉行土蔵、塀の柱穴群1・2号、武器蔵1・2号の所在が明らか
になった。
　遺物は鉛、大御門の柱根、木管のほか木器多数、古銭、陶磁器、瓦、金属器、ガラス製品などである。木
器の一部は埼玉県東都文化財研究所へ保存処理に廻し、鉛は千葉県真空治金㈱へ分析依頼した。鉛は寛永18
年（1641）に埋蔵したもので、亨保3年（1718）に掘り出したが一部が所在不明で残ったものである。
　調査報告書作成の予定であったが、木器保存処理が間に合わないのと、翌年も陣屋台地の調査予定のた
め、繰越となった。
　8月20日に奉行所復元の発表と現地説明会を実施する。
平成8年度
　組織体制は次のおりである。
調査団長
調査副団長
事務所長
主任調査員
調　査　員
事務所員
大寺　勝（教育長）
中塚芳春（教育委員長）
岩崎康一郎（社会教育課長補佐）
佐藤俊策（臨時職員）
上林章造（嘱託）　岩崎尚司（臨時職員）
岩崎年成（嘱託）
斉藤本恭（社会教育課職員）
　発掘作業は4月4日から10月31日まで。上段では製錬遺構、水路5号、御金蔵水溜（5号）、井戸5～
7号、水路5・6号、御金蔵礎石群、柵列3・4・5号、不明土杭群1・2号、池1～3号石組5・6号、
池の排水路を検出する。
　7月からは一部作業員を下段の寄勝場へ廻す。ここでは金鉱石粉砕の石磨多数が土坑内に埋めてあり、
また製錬用井戸1～2号と水路のほか製錬用の掘込と木船を検出するが、用途は全容が不明のため特定で
きない。9月中旬に高等女学校新築で削平した陣屋台地を復元するための石垣工事が始まり危険なため寄
勝場から陣屋へ移る。土坑や井戸から検出した石磨（上下）と拍石を写真撮影し、実測を終えて一覧表に
まとめる。
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　金銀製錬遺構の遺物は兵庫県妙見山麓遺跡調査会に蛍光X線元素分折を依頼すると同時に現場で種々ご
教示をいただいた。層位から判断して奉行所建設以前の文禄から慶長初年に稼働した山師所有の製錬遺構
と考えられる。
　遺物は調査員・事務局員全員で整理し、調査報告書作成の準備にあたった。
平成9年度
　組織体制は次とおりである。
調査団長
調査副団長
事務所長
主任調査員
調　査　員
事務所員
大寺勝（教育長）
中村金次郎（教育委員長）
大平三夫（社会教育課長補佐）
佐藤俊策（臨時職員）
上林章造（嘱託〉　岩崎尚司（臨時職員）　斉藤本恭（社会教育課職員）
佐々木春美（嘱託）
　発掘作業は4月7日から11月21日まで、主として西側の土塁下の調査と、明治になって掘り込んだ武
器庫東側の池の全容を出すべく調査する。
　池は周囲に木杭を打ち込み、池の中に松などを植えた大きな島を有するが、寛政や天保の絵図にはこの
南側に大きな水溜が描かれており、併せて全容を把握する。池の南側は寛政・天保の水溜と重複しており、
境を大きな切石で埋めている。明治の大池は浅く、近世の水溜は深い。近世には大火が数多くあるので防
火用水の役目を兼ていたのであろう。
　土塁下からは物見・土蔵・江戸から奉行と一緒に来島した中小姓の住居跡が現れ、その中に柵列や落込
みがあり、東側から暗渠が出現した。
　物見は安政の地盤より低く、その上に火災層が広がるので、寛延元年の火災後に再建した施設と思われ、
土塁下の火災層は安政5年の火災と思われる。天保の絵図には土塁が記載されているが、絵図の紙上に慶
応に赴任した最後の奉行名があるので、絵図の作成は後世と考えられ、当初土塁は天保年代の構築と推定
していたが安政5年の火災後の可能性が強い。
平成10年度
　組織体制は次のとおりである。
調査団長
調査副団長
事務所長
主任調査員
調　査　員
事務所員
大寺　勝（教育長〉
中村金次郎（教育委員長）
大平三夫（社会教育課長補佐）
佐藤俊策（臨時職員）
上林章造（嘱託）　岩崎尚司（臨時職員）　斉藤本恭（社会教育課職員）
佐々木春美（嘱託）
　発掘作業は4月6日からはじめ冬で積雪により12月・1月・2月を休んで3月31日まで行なった。下
段の寄勝場を中心に作業をすすめる。
一4一
　低地は近代の学校建設基礎工事で、コンクリートの打ち込みが随所に見られて遺構を切っているが、基
礎工事から離れた場所には粉成用の木材の舩が至る所から出土し、舩の中には粉成用の勝津（セリカス）
や拍石（タタキイシ〉・石磨（イシウス）が1，500個以上出土することから、粉成用の工場群が集中して
いたことが推察できる。精錬工場を床屋と呼び、精錬場や小判鋳造所は下段にあったが、明治以来の道路
新設等で潰れてしまった。
　とくに用水路は東西に延び大御門脇から取水しているが、近代になり学校建設で向陣屋を削平したため
水路の行方が分からなかった。なお、西側は斜面際まであり、外吹買石の勝場まで通じていたと思われた
水路が出たが、斜面に水路は見当らず、絵図面通り寄勝場内で止まっていることを確認した。明治以降に
つくられた水路が出たが、これは上層部で明治に築いた土塁の前に連なる。
　舩は松材で造られ、桶は松・杉の使用が多い。また地元産の羽口が8個出土しているが、あるいは床屋
の一部があったのかも知れない。
調査参加者（順不動）
　　中村正雄　石見辰彦　山田賢一　菊地正夫　岩崎文男　竹内忠生　古藤靖隆　小田切　稔　今井和夫
　　大地正一　石野貴史　永野真一　中山勇作　岩崎義勝　渡部寛之　岩崎カツミ　大地キヨ　石塚　種
　　岩崎ヨシエ　岩崎フミ子　岩崎信子　岩崎道代　岩崎春技　大地絹江　石塚章子　若林千江子　関口
　　京子　浜田昌美　近藤　重　坂上寿代　本間仁作　岩崎和子　中川智聡　中川長聡　山田　健　白瀬
　　忠広　本間紀雄　本間ヒサノ　坂本新吾　菊池正紀　三浦郁恵　三浦祥子　本間久子　富崎靖彦　岩
　　崎ヒサ　岩崎アイ子　諸橋正貴　小林一弥　大橋道昭　菊池道朗　田中敬子　梶井美沙　計良千歳
　　川島一二三　真藤和則　森川スイ　本間　浩　山本良介　中川マチ子　近藤富美恵　鎌田直治
第3節　奉行所の調査・研究のあゆみ
　昭和38年（1933）に相川中学校へ赴任した金沢和夫が、佐渡奉行所が相川へ移る時代背景や施設の内
容等から城郭として捉え、その価値、性格、縄張り、城下町の設定等を発表した（註9）。これは地形や
文献等を考古学的視野から考慮したもので、発掘調査による結果ではない。
　同年8月に、金沢和夫の指導によって相川中学校歴史部で寄勝場の発掘調査が計画された。奉行所の考
古学調査の最初となる。計画案では理科室、技術室の建築予定地を3×10mのトレンチを設定し掘る予
定であった。報告書が刊行されていないため、ここに概要を載せ理解の一助にしたい。
　調査は昭和38年8月の夏休みと10月の日曜日を利用した延べ6日間の作業であった。2x10mのトレン
チを設定し2，50mごとにA～Dに区分した。　Aトレンチから出土したのは鉱石・鉱津・瓦・丸釘・金属片・
赤玉・ガラスの溶解物のほか土台石2個、Bトレンチから鉱石・瓦・釘・鉄片・硬貨・磁器、　Cトレンチで
は鉱石・瓦・硬貨・くさびのほか土台1個を検出している。また、Dトレンチでは層位を測定し、第1層は
10cmの表土。表土の上部2～3cmが灰白色土、下部が茶褐色と褐色粘土で、中から多量の瓦・釘・ゴム・
ガラスなどの溶解物が出土し、昭和17年の火災による焼土層と判明した。焼土層のみで発掘を中止し、土
台石はそのままにして埋め戻したが、火災層下部からC・Dトレンチで小量の鉱石を検出したことによって
寄勝場の存在を確認している。発掘位置は理科室から体育館への渡り廊下から3m離れたところである。
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　次いで昭和39年6月に体育館南東のテニスコート工事に伴い試掘を実施した。第1層は340cmで軟礫・
角礫混りのテニスコート用土で下部からガラス・素焼土器の細片が出土。第2層は細かい軟礫混りの褐色
土で8cmを測り、浜砂利や新・旧の瓦・素焼土器が出土する。530　cmの第3層は炭化物や素焼土器・瓦を
含む黒褐色土層である。第4層は褐色粘土層で、中に炭・素焼土器・天目茶碗・木片・鉱石・鉱津が出土。
第5層は径1．30mの円礫を含む褐色土層で、中に20～30　cm大の割石組が検出され、保存のため発掘調査
を中断する。石組に砂が詰まっていることが多い（註10）。
　昭和38年は焼土層の1層下部で中断し、江戸時代の勝場跡を検出するに至らなかった。昭和39年には
5層まで掘って石組にぶつかり止むなく中断した。細部は不明であるが勝場が存在し稼働していたことを
確認できた。
　陣屋跡の考古学的調査は学校でグランドに使用しているため行なわれておらず、寄勝場は前述のとおり
学校の中庭という時間的制約から2回の調査が実施されたのみで、総合的調査は今回が最初となる。
註1
　2
　3
　4
　5
　6
　7
　8
　9
　10
『佐渡年代記』
『佐渡国略記』佐渡高校同窓会　昭61
『県有不動産簿』教育財団文庫　明34
『相川区裁判所沿革誌』教育財団文庫　大2
『相川小学校沿革史』相川小学校蔵　明22
『相川警察署沿革』教育財団文庫　昭26
『相川高校五十年史』相川高校編
平成6年5月24日　官報　　「文部省告示第73号で指定」
金沢和夫「城郭としてみた佐渡奉行所の研究概要」『相川郷土博物館報』　昭39
金沢和夫『佐渡奉行所跡発掘調査記録』相川中学校歴史部　昭39
一6一
